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自己紹介

2004年6月 北海道大学理学研究科化学専攻博士課程修了（下村政嗣教授）
2004年7月ｰ2007年3月 北海道大学電子科学研究所 助手

2007年4月ｰ2010年3月 東北大学多元物質科学研究所 助教
2010年4月- 2016年3月 東北大学多元物質科学研究所 准教授
2016年4月-現在 東北大学原子分子材料科学高等研究機構(現材料科学高等研究所AIMR)

ジュニア主任研究者（准教授）
2019年7月-現在 東北大学発ベンチャー AZUL Energy(株)設立 取締役・CSO（兼務）
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自己組織化による多孔膜形成と
バイオミメティック撥水材料 AZUL触媒の開発

高分子・ナノ材料合成 自己組織化プロセス バイオミメティックマテリアルデザイン
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研究の背景：燃料電池における課題



窒素含有炭素材料

鉄含有炭素材料

特に、FeN4構造が高活性

非白金炭素材料（カーボンアロイ）

特に、Pyridinic窒素が高活性

鉄フタロシアニン （FePc）

〇 銅フタロシアニン(青色顔料)と
ほぼ同じ合成方法を適用可能

〇 分子中にFeN4構造

〇 分子設計が可能

研究の背景：Pt/C代替ORR触媒の開発

鉄フタロシアニン系材料を用いた触媒開発



AZUL触媒の発見 ～２つの基礎研究～

阿部博弥 博士
（当時D2・現学際研助教）

平井裕太郎 博士
（当時D2・現顔料メーカー勤務）

2019年 燃料電池展にて



鉄テトラアザフタロシアニン

平井裕太郎 博士

FeTPP in DMSO

〇 鉄フタロシアニンよりも有機溶媒への
溶解度が高い

〇 ピリジン環の導入により鉄原子上の電
子状態を最適化

〇 大きなπ共役系

ChemNanoMat, 2015, 1(2), 92-95 Chem. Lett. 2017, 46, 695-698 J. Nanosci. Nanotech. 2018, 18(1), 455-458

様々な金属フタロシアニン類ナノ粒子を合成

鉄テトラアザフタロシアニン

溶解性の低い金属フタロシアニン類をナノ粒子化することでカラーフィルター用の透明分散体に



半波電位（出力） ： 半分の電流値に達した時における電位 Pt/C < AZUL/CNT

AZUL/CNT

Azaphthalocyanine Unimolecular Layer (AZUL)触媒

AZUL/CNT

鉄
アザフタロシアニン

開始電位（起電力）： 酸素還元反応が起こる電位 Pt/C 〜 AZUL/CNT

15

阿部博弥 博士

NPG Asia Mater. 2019, 11,57



安全：重金属不使用・発火の危険性なし

人体・環境への負荷が小さい

AZUL触媒と既存の触媒材料の性能比較
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Abe, Y. Hirai, S. Ikeda, Y. Matsuo, T. Matsue, H. Matsuyama, J. Nakamura, H. Yabu*
͆Fe Azaphthalocyanine Unimolecular Layers (AzUL) on Carbon Nanotubes for Realizing 
Highly Active Oxygen Reduction Reaction (ORR) Catalytic (OHFWURGHV´13*Asia Materials, 2019.

AZUL Energyの技術




